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皿解放前の社会経済状況
IV. 土地改革の方法と成果（以上，本誌第38巻第5号）
v. 自然村と農業集団化
1. 互助組
i. 互助組の組織化
i. 互助組の実態
2. 初級合作社
3. 大社
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VJI. 経済調整と人民公社
直文化大革命と農村経済（以上，本稿）
V. 自然村と農業集団化
1. 互助組
i. 互助組の組織化
奉賢県において， 解放前の「伴エ」（相互扶助，一般には換工と呼ぶ）を基礎に
して，解放後，互助組が自然発生的に成立した。例えば， 1951年に臨時互助組
は1,949組成立し，参加農家は 2万1,864戸（全農家戸数の38.499,る）であった。
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1952年春には3,779組， 3万6,532戸(62.139: る）に達した。常年互助組は1951年春
では僅か24組， 215戸(0.389る）であったのが， 1952年には848組， 8,379戸(14.25
％）に増加した43)。
ところが，屈家村における互助組は自然発生的には生じなかった。その理由
は，本村は牛や牛車，風車，労働力が比較的多く，牒業生産条件がよかったの
で，互助組を組織する必要は少なかったからである。そのため，村幹部も互助
組を組織する必然性を感じなかった。それゆえ， 1952年段階では本村に 1つの
互助組しかなかった。ところが，他地域ではすでに互助組の組織化が進展して
いた。 1953年に奉賢県第 6区会議があり，他地域に比して本村の互助組化は遅
れていることが指摘せられ，幹部が会議から帰って以降，互助組化の運動を起
こし，自然村を単位にして上から互助組を組織した。
当時，桃園郷長であった悶家番号166は幹部として互助組を組織しなければ
ならず，自然村を単位にして形だけの互助組を組織した。また，唐家村農会副
主任の牒家番号139は幹部であるため互助組に反対するわけにはいかなく，
「看苗頭」（上級の動きを見て動くこと）をしなければならなかった。貧農・雇農
は，①上からの宣伝と，②共産党を信用した，という理由で互助組に参加し
た。中農は，①自分だけが互助組に入らないならば「自私」（利己的）であると
非難されることを恐れたり，②農繁期の労働力不足の時には協力者が必要であ
ったり，③上からの圧力もあった，という理由で参加した。それゆえ，どこま
で農民達が禎極的に意識して互助組に参加したのかは疑問である。また，地主
と富農は互助組に参加することが基本的に認められなかった。例えば，地主で
ある農家番号52は耕種農業以外に捉蜂経営をしており，農繁期には労働力不足
となり，農業生産が困難であった。しかし，地主であれば互助組に加入出来な
いので，村の許可を得て金を支払って互助組に耕転を頼み，労働力不足を解決
した。
43)前掲「奉賢県志」 pp.317~318. 
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本村の互助組は，第 3表に見られるように1953年から1955年8月までの間に
成立の順序に応じてナンバーが付けられ，蒋家村には第 1組から第4組まで，
唐家村には第 1組から第 7組まで，薦家村には第 1組から第 6組までの，計17
の互助組が成立した。これらの互助組は次のように，
蒋家村第1互助組一蒋家塘
第 2 互助組一~顧家塘
第 3互助組＿愈家塘
第 4互助組—i馬家塘
唐家村第 1互助組一一ー翁家塘
第2互助組一一楊家塘と王家塘
第3互助組一一東猪家塘
第4互助組一一西拷家塘
第5互助組―唐家塘
第6互助組一ー東徐家塘（徐家塘をクリークで東西に分ける）
第 7 互助組—西徐家塘（徐家塘をクリークで東西に分ける）
蓋家村第 1 互助組—高宅
第2互助組―北徐家塘
第 3互助組—荘家塘
第 4互助組—朱家宅
第5互助組一一泥塙頭
第 6互助組一一蒲家橋
と，自然村を単位にして組織された。
互助組にどの農家が参加したのかは，第 6表に基づいて村幹部から聞き取り
を行い，参加した農家には互助組の欄に星印をつけた。これを整理したのが第
11表である。第11表を見て気づくことは，互助組に地主・半地主・富農が参加
していないことである。これは参加していないのではなも参加出来なかった
からである。それゆえ，互助組は中農と貧農・ 雇農とで組織された。現・唐家
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第1表 3行政村における互助組の組織率
~村- 参加戸数 耕地面積 車 基互助組 階級構成
戸 I I 台数I形 畝 彩 彩
貧 農 4 . 44. 75 2 
第 1組 雇 農 1 6.05 1 
蒋
計 5 35. 7 50.80 39.5 3 42.9 
中 農 2 31. 61 5 
第 2組 貧 農 5 44.62 3 
雇 農 2 9.90 ゜計 ， 37.5 86.13 38.7 8 36.4 家
中 農 7 117.83 13 
第 3組 貧 農 5 45.44 1 
計 12 92.3 163.27 87.4 14 93.3 
村
中 農 2 26.35 2 
第 4組 貧 農 6 67.60 5 
雇 農 3 20.78 2 
計 11 68.8 114. 73 62.2 ， 60.0 
中 農 1 18.92 2 
第 1組 貧 農
， 96.23 12 
雇 農 1 7.92 ゜唐 計 11 78.6 123.07 84.0 14 87.5 
第 2組 貧計 農 7 
77.8 
69.00 
67.0 
10 
69.00 10 83.3 
中 農 2 24.29 2 
第 3組 貧 農 3 51.17 3 
家 計 5 50.0 75.46 59.5 5 35.7 
中 農 2 32.82 3 
第 4組 貧 農 4 51.13 4 
雇 農 3 18.99 ゜計 ， 69.2 102.94 69.2 7 53.8 村
中 農 7 137.67 16 
第 5組 貧 農 7 86.76 10 
雇 農 1 5.86 ゜計 15 65.2 230.29 39.9 26 65.0 
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旦 互助組 階級構成 参加戸数 1 耕地面積 車
村 戸％畝形台数％I 
基
中 農 4 71. 78 ， 
唐 第 6組 貧 農 ， 102.69 11 
計 13 61. 9 174.47 68.0 20 66.7 
家 中 農 ;3 48.31 7 
第 7組 貧 農 7 82.95 13 
村 雇 農 2 20.48 3 
計 12 54.5 151. 64 62.8 23 71. 9 
中 農 8 60.10 ， 
第 1組 貧 農 5 60.01 5 
計 13 56.5 120. 11 62.8 14 66.7 
中 農 5 89.91 8 
瀧 第 2組 貧 農 5 44.47 3 
計 11 68.8 134.38 77.2 11 78.6 
第 3組 中計 農 5 
71. 4 
75.06 
74.1 
8 
75.06 80.0 
家 中 農 2 18.23 3 
第 4組 貧 農 4 37.40 3 
＇計 6 42.9 55.63 46.9 6 46.2 
中 農 2 30.48 3 
第 5組 貧 農 2 37.40 2 
村 計 4 100 55.63 100. 0 5 100 
中 農 2 23.62 2 
第 6組 貧 農 5 51. 56 3 
雇 農 1 3.48 ゜計 8 53.3 78.66 50.5 5 38.5 
中 農 54 73.0 806.98 75.8 92 76.7 
唐 家 村 貧 農 88 68.8 784.82 61. 3 82 64.6 
全 体 雇 農 14 51. 9 93.46 60.6 6 54.5 
計 156 60.5 1685.26 58.9 180 61.4 
出所）奉賢県桔案局より提供された資料に基づき作成。
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村全体の組織率は，参加農家戸数においては全体の60.5%,耕地面積58.9形，
車基61.4%と約 6割を占めている。次に各階級の組織率を見ると，参加戸数で
は中農が73.0%,貧農68.8%,雇農52.9%であり，貧腹や雇農よりも中農の組
織率が高く，雇農が最も低い。この点はこれまでの定説と異なっている。耕地
では中農75.851る，貧農61.3%, 雇農60.6形であり，車基では中農76.7形，貧農
64.6%, 雇農64.5形と，やはり中農の組織率が最も高い。
全戸数に占める中農の戸数は絶対的に少ない。そこで，互助組の各階級別に
組織率を第12表から見てみよう。互助組毎に考察するのは非常に煩雑である
ので，ここでは唐家村全体と 3行政村を考察しよう。まず，唐家村全体の参加
戸数では中農の割合は34.6%,貧農56.4形，屈農9.0形と貧農の占める割合が
最も高い。同様に耕地面積ではそれぞれ43.6%, 51. 451あ雇農5.0%,車基で
は48.9%,47.951る， 3.2 96と，耕地面積でも貧農の割合は高いが，戸数に比較
して中農との差は縮まり，車基では中農が貧農を凌駕している。次に，蒋家村
の参加戸数では中牒29.7形，貧農54.1.Slる，屈農16.296と，貧農の割合が過半数
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第12表 3行政村における互助組の階級別構成 （形）
行政村
蒋家村
唐家村
蒲家村
唐全
村体
家
階 級
中 農
貧 農
雇 農
中 農
貧 農
雇 農
中 農
貧 農
雇 農
中 農
貧 農
雇 農
参加戸数 耕地面積
29.7 42.4 
54.1 48.8 
16.2 8.9 
26.4 36.0 
63.9 58.2 
9.7 5.7 
51.1 58.4 
46.8 40.9 
2.1 0.7 
34.6 43.6 
56.4 51. 4 
9.0 5.0 
出所）奉賢県梢案局より提供された資料に基づき作成。
車 基
58.8 
32.4 
8.8 
37.1 
60.0 
2.9 
67.3 
32.7 
4゜8.9 
47.9 
3.2 
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を占めており，耕地面積では中股42.4彩，貧農48.8彩，雇農8.9 ;lると中農と貧
農の差は縮まっている。車基では中農58.8形，貧農32.4彩，雇農8.896と，中
農が過半数を占め，互助組の組織化に中農を参加させなければならない意味が
ここに見られる。唐家村の参加戸数では中農26.4彩，貧農63.9飴，雇農9.7形，
耕地面積では中農36.0形，貧農58.2形，雇農5.7形，車基では中農37.1形，貧
農60.0形，雇農2.9 96と，貧農が全てにおいて過半数を占めており，雇農は戸
数の割りには耕地や車基が少ない。蒲家村の参加戸数では中農51.1形，貧農
46.6飴，雇農2.1形，耕地面積では中農58.4鉛，貧農40.9彩，雇農0.7形，車基
では中農67.3形，雇農32.7形，雇農 0彩とあり，荊家村では唐家村とは反対に
中農が全てにおいて過半数を占めており，互助組が必ずしも，貧農・雇農を中
心にして組織化されているわけではない。
i. 互助組の実態
ここでは，第11表から各互助組の組織率を具体的に考察してみよう 44)。
まず，蒋家村第 1互助組では14戸中， 5戸の農家が参加し，これらの農家は
全て貧農と雇農である。地主 5戸は参加しておらず， 4戸の貧農も参加してい
ない。貧農が参加していない理由は不明であるが，貧農の農家番号11は蒋家村
農会主任であったが，地主である農家番号2の娘と結婚したため，主任を辞め
させられており，互助組に参加していない。互助組に参加した農家の土地は合
計50.8畝，車基は 3台であり，互助組の組織率を参加農家数・耕地面積・車基
で見ると，それぞれ35.7形 ・39.5%・42. 9形となり，全体から見ると互助組の
組織率は低く，過半薮にも達していない。第 2互助組には24戸中， 9戸(37.5Qる）
が参加しており，その内訳は中農 2戸，貧農 5戸，雇農 2戸である。地主と富
44)農家戸数は時代を経るに従って分家が行われ増加している。しかし，本村の戸数に関
する統計は土地改革から1956年まで不明であるため，本稿では互助組・初級合作社・
大社に参加・不参加の農家は全て士地改革期の農家戸数のまま論じなければならなか
った。ちなみに1957年の戸数は306戸で，土地改革時期から比較すると43戸増加して
いるに過ぎない。それゆえ，互助組・初級社・大社の組織率を土地改革時期の戸数で
分析してもさして大きな影響はないであろう。
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農は参加が認められないので第 6表には当然星印が付いていないが，中農4戸
と貧農 4戸，雇農 1戸にも付いていない。ところが，農家番号22からの聞き取
りによると， 互助組参加股家の姓別構成では顧姓の 8戸， 王姓 1戸， 黄姓2
戸，徹姓 1戸，部姓 1戸の計14戸が参加した。黄姓と召敗姓は外地人で，青村鎮
で働いており，土地改革で村に戻り土地の分配を受け，互助組に参加した。し
かし，第 6表にこの姓は見当たらない。また，顧家塘に徹姓は存在せず，聞き
取りと第11表の参加戸数とでは少し異なっている。聞き取りでは，参加農家の
土地の合計は約 100畝で，黄牛 3頭，水牛 1頭，風車 4台，牛車 4台，梨 6台
であった。第11表では土地の合計が86.13畝 (38.7形）で，車基が 8台 (36.496) 
であるので，これは応答にほぽ近い。ところで，互助組には兄弟や親戚であっ
ても加入する者と加入しない者とがある。農家番号22と23は兄弟であるが， 22
は参加し， 23は参加していない。また， 36と37は義理の親子であるが， 36は参
加し， 37は参加しておらず，互助組の組織化に血縁的関係や姻戚関係は強く作
用していない。第 3互助組では富農の 1戸を除く 12戸 (92.3クる）が参加してお
り， 組織率は高い。土地や車基においてもそれぞれ163.27畝 (87.496), 14台
(93.3形）とかなりその割合は高い。なぜこのように組織率が高いのか。第 3互
助組の愈家塘が歴史的にまとまりのある自然村であったからか，あるいは農家
番号43が農会副主任で組織化に努力したからか，興味のある点であるが，この
点は不明である45)。第 4互助組は16戸中， 11戸 (68.85lる）が参加し，参加してい
ないのは地主 1戸，富農 1戸と貧農 2戸， 雇農 1戸である。土地は 114.73畝
(62.25lる），車基は 9台 (60.0形）である。
唐家村第 1互助組は14戸中， 11戸 (78.65lる）が参加し，中農・貧農．雇農の各
1戸が参加しなかった。土地は123.07畝 (84.0形）， 車基は14台 (87.551る）とその
組織率は高い。第 2互助組は 9戸中， 7戸 (77.8飴）が参加し，楊家塘の富農の
1戸と雇農の 1戸が参加していない。この雇農は女性の 1人家族であり，参加
45) 1989年の本調査では，このような自然村内における殷民間の社会関係にまで踏み込ん
だ調査を行うつもりである。
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する必要はなかったのであろう。土地は69.00畝(67.0%)で，車基は10台(83.39:る）
である。第3互助組は10戸中， 5戸 (50.0%)が参加し，富農 1戸，貧農3戸が
参加しなかった。これら不参加の農家について第 6表から農家関係を見ると，
農家番号93と94は父子であるが， 93は参加しないで94が参加しており，農家番
号95と96・97・98・99は母子であるが， 95_(母親）と96(長男）， 99(四男）は参
加せず， 97(次男）と98(三男）は参加している。同じ家族や親戚の中でも参加
する者と参加しない者とがある知。このような事実を見ると，ここでも互助組
の組織化に血縁関係は大きく作用していない。土地は75.46畝(59.5%),車基は
5台(35.7%)である。第4互助組は13戸中， 9戸 (69.29:る）が参加し，その参加
農家の土地合計は102.94畝(69.2%), 車基は 7台(53.896)である。第 5互助組
は23戸中， 15戸 (65.2%)が参加し，富農2戸・中農4戸・貧農2戸が参加しな
かった。中農の農家番号116は富農である 114_と115の兄であるが，互助組に
参加している。参加した土地は230.29畝 (39.9%)で，車基は26台(65.0%)であ
る。第 6互助組は21戸中， 13戸 (61.9%)が参加し，不参加は中農 1戸・貧農4
戸・雇農3戸の計8戸である。参加農家の土地は174.47畝 (68.0%), 車基は20
台(66.7%)である。第7互助組は22戸中， 12戸 (54.5%)が参加し，不参加は中
農 5戸・貧農3戸の計10戸である。中農の農家番号162と163・164は父子で
あるが3人とも参加していない。逆に中農の農家番号165と貧農の 166・167と
は叔父と甥の関係であるが3人とも参加している。これまでの事例ではこのよ
うなことは比較的少なかった。ただ当時， 166は桃園郷長をしており，互助組
を組織化する側の人であったので，彼の弟や叔父は参加したのかもしれない。
参加した土地は 151.64畝 (62.8%), 車基は23台(71.9%)である。
蒲家村第 1互助組は23戸中， 13戸 (56.5%)が参加し，不参加の10戸は中農3
戸，貧農7戸である。ここでの農家関係を見ると，農家番号181と182は養父
46)兄弟や親子の中で，ある者が互助組に参加し，ある者が参加しないというのは，政治
的に大きな変動があった時に備えて， 家族間で危険分散をしているものと考えられ
る。
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と養子の関係で両者とも参加。農家番号183と184・185は叔父・甥， 招婿の
関係で 3人とも参加。農家番号186と187・188は養父・養子の関係であるが，
186は参加せず， 187と188は参加。農家番号190と189・191は弟兄，父子の関
係で， 191のみが参加して 189と190は参加していない。ここでも親子・兄弟
・親戚であっても互助組への参加は様々である。土地は120.11畝(62.8彩），車
基は14台(66.7彩）である。第2互助組は16戸中， 11戸 (68.8彩）が参加し，地主
3戸と富農 1戸・雇農 1戸が参加していない。地主3戸は兄妹・従兄弟の関係
であるが，互助組には参加出来ないので，当然3戸とも参加していないが，農
家番号224と225は義姉・義弟の関係，農家番号227と226・228は兄弟・夫
婦で，ともに互助組に参加している。このような事例は第 6表を見る限り多く
はない。第2互助組の土地は 134.38畝(77.2形），車基は11台(78.6彩）である。
第3互助組は 7戸中， 5戸 (71.4彩）が参加している。不参加2戸のうち 1戸は
半地主であり， 残り 1戸は貧農で， その弟は参加しているが， 本人は参加し
ていない。土地は75.06畝(74.1彩），車基は 8台(80.0%)である。第4互助組
は14戸中， 6戸 (42.9彩）と組織率は低い。・農家番号203と204・205・206・
207とは母子関係で214とは親戚であるが， 206の長男だけが参加して， 他の
者は参加していない47)。土地は55.63畝(46.9彩），車基は 6台(46.2彩）である。
第5互助組は僅か4戸しかない泥端頭のみで組織されているため，その組織率
は10096である。第 6互助組は15戸中， 8戸(53.3彩）が参加し，地主 1戸と中農
1戸・貧農 5戸が参加していない。土地は 78.66畝 (50.5彩），車基は 5台(38.5 
%)である。
以上の各互助組には記エ（分）員がおり，農民間の労働力の交換を記録し，次の
ような方法で精算した。①牛を所有する中農は牛を所有しない貧農に対して牛
耕してやり， 1畝につき 5毛 (0.5元）を貰う。②労働力の割りに土地を多く所
有している中農は貧農に協力してもらい， 1日1労働力につき 6毛，ないしは
47)農家番号203・204・205は富農であり，参加出来ないのはもちろんであるが。
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食事の提供と 2毛を支払う。⑧灌漑の場合には収穫の30%を支払う，といった
方法で農家間の精算を行った。しかし，以上のように組織された互助組は農業
生産上において意味をもって機能していなかった。互助組の実際の運用におい
て誰に協力を依頼するかは各農家に任されており，農民は互助組に参加するま
でもなく，これまでも村内において人間関係のある農民であれば当然互いに協
力しあってきたことから，互助組の必要性は弱かった。農民が形だけの互助組
に参加しようとした大きな理由は，互助組に参加することによって統購統鎖の
割り当て量（交曾糧）を減らしてもらうことにあった。
本村における統購統錆は1954年より開始され，区から郷，村，農民へと国家
の食糧買い上げが行われた48)。食糧供出の割り当て業務は農会が行うのではな
く，行政的に郷長や村長が実施した。村では村長と互助組長が集まり，誰が幾
ら出せるかを推測し，割り当てを行った。食糧供出のノルマを達成出来なけれ
ば，さらに農民に割り当てを行った。 1954年度の食糧供出ノルマは桃園郷18万
6,000斤，現・唐家村で 3万斤であった。このノルマは農民にとってはきつ
く，初年度は80%の農民が食糧不足となり，翌年の種子まで食べてしまった。
1955年春に郷政府に対して種子糧を要求し， 1畝につき15斤を獲得した。農民
にとってのこの強制供出の経験は大きかった。
2. 初級合作社
奉賢県では1952年春に南橋区砂碩郷周家村に最初の半社会主義的農業生産合
作社が結成され， 6月に江海農業生産合作社（初級合作社）と名付けられた。
1954年春までに全県に46の初級社が成立し，同年冬には313社，入社農家7,925
戸（全農家戸数の12.4%)に達した。 1955年冬には1,430社， 3万6,993戸 (42.9%)
に達し，過半数に近い農家が初級社に加入した49)。
48) 1953年10月16日に中共中央「関子実行糧食的計画収購与計画供応的決議」が通過し，
11月15日に「関子全国実行計画収購油料的決定」が作成された。これにより食糧の統
購統錆制が実施された。中共中央党史研究室「中共党史大事年表」 1981年， p.109.
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青村区では1954年末での互助組の組織化は常年互助組が350組，臨時互助組
が328組に達し50), 本村の既述した事例からも各自然村に 1組の割合で成立し
ていた。ところが， 1954年末までの初級社はまだ74社，現・青村郷の行政範囲
では20社しか成立しておらず幌その組織化は遅く，本村においては初級社は
まだ 1社さえも成立していなかった。例えば，当時の青村区 127行政村に64の
初級社が成立したのであれば52), 2行政村につき 1社しか成立していなかった
ことになる。そこで，桃園郷幹部はこの流れに遅れまいとして県に登録するた
め初級社を1955年 9 月から 1956年 5·6 月にかけて組織した。それゆえ，• 本村
における初級合作社は互助組と同じように自然発生的には成立したわけではな
かった。この初級社は初級社という枠組みだけの形式的なもので，一般の農民
は初級社が成立していることを知らず，互助組となんら変わることはなかっ
た。
初級社は桃園郷に黎明という名称で21支社が成立し，成立した順序に従って
ナンバーが付けられた。本村には1955年9月に初めて黎明第 9支社が，同11月
には第13支社が成立し， 1956年5・6月までに第16支社・第18支社・第19支社
• 第20支社・第21支社の計 7支社が成立した。その組織構成を第 3表から整理
すると，次のごとくである。
第 9 支社—北徐家塘·泥瑞頭・荘家塘・繭家橋
第13支社—高宅・朱家宅
第16支社一一徐家塘
第18支社一一徹家塘.l馬家塘
49)前掲『奉費県志Jp. 318。1953年12月16日に中共中央は「関子発展農業生産合作社的
決議」を行い，この時すでに全国に初級合作社は 1万4千余社が成立していた。前掲
「中共党史大事年表」 p.110. 
50)前掲「青村志Jp. 25, p. 104. 
51) 1954年末に奉喪県第6区は青村区と改められ， 1鎮12郷を管轄した。三官郷と保生郷
が合併して三官郷となり， 13郷から12郷に減少した。同上容， p.25. 
52)同上書， p.25. 
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第19支社一蒋家塘．顧家塘
第20支社―翁家塘．楊家塘・王家塘・東猪家塘
第21支社一一西猪家塘・唐家塘
31 
これを見ると，初級社の組織化は土地改革時の行政村の形成や互助組の組織
化と同様，自然村を単位に実施されていることが窺える。
ところで，初級社への参加状況については唐家村の翁家塘・楊家塘・猪家塘
．徐家塘の 4カ村のみ聞き取りをすることが出来た。初級社には地主・富農は
やはり参加出来なかった。まず，第 6表から翁家塘の参加状況を見ると， 14戸
中， 6戸 (42.9彩）が参加しただけで，その内訳は中農 1戸・貧農4戸・雇農 1
戸である。楊家塘は 5戸中，貧農4戸 (80.0彩）が参加し，王家塘は 3戸中 3戸
全戸が，拮家塘は23戸中，中農 2戸・貧農 8戸・雇農 3戸の計13戸 (56.5形）が
参加した。第20支社で見れば，参加戸数は19戸 (59.4彩）で，その内訳は中農が
3戸，貧農15戸，雇農 1戸である。徐家捨では43戸中，中農 2戸・貧農12戸・
雇農2戸の計16戸 (37.2彩）が参加しており，初級社の組織率は互助組の組織率
よりも低い。これは初級社の形成が全く形式的なものであり，農民にとって初
級社に参加する意義があまりなかったからである。あるとすれば既述した食糧
供出のノルマの割り当てを減らすことにあった。
1955年秋より国家の食糧強制買い上げノルマは「三定」として，生産量，留
糧（口糧・種子・飼料），統購鍼の 3つを定めるという方法で決められ，初級社に
加入していない農民はノルマの割り当て量が多くなり，初級社に加入すること
に意味はあった。交鎖糧は， （栽培面積Xl畝当たりの予測生産彙）一口糧（人口x
480斤）一種子（栽培面積x約30斤）で算出され，予測生産量をどのように見積もる
かによってそのノルマは決定された。予測生産量を高く評価すればノルマは多
くなり，低く評価すれば少なくなった。これは当時の村幹部の胸三寸によって
決まり，合作社に参加していない農民への負担は大きかった。特に，後述する
ように大社や高級合作社の段階になると集団経済に加入しない農民には厳しく
なった。
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3. 大社
1956年春には，初級社を合併して規模の大きい大社が組織された。奉賢県で
は341社が成立し，参加股家は 5万8,838戸，全農家戸数の88形を占めた53)0 
本村では， 1956年 5・6月には大社が組織された。農民の意識に上る初級社と
はこの大社であり，これは高級合作社への過渡的形態として成立した。本村に
おける大社は黎明第 2大社で， 8大隊で構成される。黎明第 2大社の規模は現
・唐家村を構成する蒋家村と唐家村・蓋家村の 3行政村を統合した規模であ
る。大隊と自然村との関係は第 3表に見られるごとく，以下の通りである。
第 1 大隊—蒋家塘．顧家塘
第2大隊 徹家塘.z馬家塘
第 3 大隊—猪家塘
第4大隊ー一翁家塘・楊家塘・王家塘
第5大隊ー一＿暦家塘
第6大隊ー一徐家塘
第 7大隊ー一高宅・朱家宅
第 8 大隊一―—北徐家塘・泥培頭・荘家堀・癖家橋
大社の形成においても自然村を単位にして大隊が組織されている。大社は初
級社の 7支社に比較して数では8大隊と 1単位多くなったにすぎない。これは
唐家塘と徐家塘とがそれぞれ独自に 1大隊を組織したためである。
大社にはまだ地主・富農は参加出来なかった。大社に不参加の農家は35戸あ
り，これと不明 2戸の股家を除いて全戸が参加した。 35戸の内訳は地主 14戸
（全戸），半地主 1戸 (50.096), 富農12戸 (92.396), 中農 2戸 (2.7形），貧農 1戸
(0.85lる），婚出や転居 1戸，人民解放軍に入隊 1戸である。基本的に地主・半地
主・富農は参加せず，中農・貧農．雇農は参加している。応答によれば，大社
に参加することは中腹にとって利益がなかったが， 97.39,るの中農は参加した。
53)前掲「奉賢県志』 p.318. 
32 
中国農村の伝統と変革（中）（石田・万） 33 
大社の全組織率が85.6~ ると高く，中農は多くの農民が参加しているのを知り恐
くなったからである 54)。また，村幹部が初級社という集団経済を十分に発展さ
せることなく，大規模な大社という形態を採用したのは，①上級からの政策で
あったこーと，②村には管理能力のある幹部が不足しており，大きな組織を作れ
ば少なくて済んだからである。
大社への組織化は，次のような方法で行われた。
①参加農家は土地1畝につき 1股（株）とし， 5元を生産資金として供託す
る。土地所有権は農家自身にあり，土地に対する分配は純収入の30%で，労働
に対する分配は70%の「土三労七」である。
R役畜や農機具については 2つの方法が採られた。 1つは集団に提供した役
畜や農機具を価格に換冥して， 3年で還付するという方法（折価入社，三年付清）
であり，もう 1つは集団へ提供したくない農機具は集団がその使用料を支払っ
て使うという方法（私有公用，付租金）である。折価は大隊や品物によって異なっ
たが，黄牛でおよそ70~100元（市場価格は100~120元），水牛約100元，農船80~
100元であり， 1年間の租金は風車10元，牛車 5元，牽 1元，水車 5元であっ
た。大部分の役畜と農機具は折価となり，租金にしたのは少なかった。折価に
した役畜と農機具の代金は，豊かな大隊であれば公益金から支払うことが出来
たが，多くの大隊では経済的余裕がなく支払いが困難であった。初年度は契約
通り支払うことが出来た大隊は多かったが， 2年目以降はそれぞれの大隊によ
り財政事情が異なり，支払えない大隊が出てきた。大隊の多くは人民公社化以
降の1959年頃から返却し，1962年から1964年にかけて全額返却した55)。しかし，
54)応答によれば，集団化の初め雇農と貧農は積極的で，貧しい者達の間はお互いにうま
くいき，生産隊長の役割も大きかった。しかし，集団への加入は中農にとって利益が
なく，中農は消極的であった。しかし，大社段階だけでなく初級社段階においても中
農は恐くなって加入しようとしたとのことである。
55) 1961年6月19日，中共中央は「関手堅決糾正平調錯誤，徹底退賠的規定」を制定し，
農民から無償徴発したものを徹底的に賠償し，広大な農民大衆の政策に対する信任を
回復しようとした。前掲「中共党史大事年表」 p. 132。奉賢県では1961年1月より農
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貧困家庭や扶養家族の多い家庭，病人のいる家庭には他よりも率先して返却し
た。
大社の分配は，①生産量，③生産コスト，③労働点数を請け負わせ，④超過
生産を奨励するという「三包ー奨」が採用された。これは採算単位が大社にあ
り，社長・副社長・総会計・老農・一部の大隊長で構成する社務委員会が管理
し，各大隊は大社に対して請け負うという方法である。それゆえ，生産量と生
産コストは大隊を単位にして請負額が計算された。まず，各大隊の土地面積や
土地の豊度，作物の種類により，過去3年間の実績から大隊が請け負う，①生
産量，③生産コスト， ③労働点数（土地面積に応じ，労働力に関係しない）を，総
会計が計算し，大隊との座談会で決定した。各大隊の土地面積は固定されてい
るので，⑧労働点数による分配も固定された。そこで，実際の分配は，①生産
量と③生産コストが変動することにより，ノルマを達成したかどうかが異な
り，それに応じて④奨励金が変動する，という方法で決定された。すなわち，
①と③の変数により④が決定されるということである。当時の会計の能力から
考えて，このような計算方法で実際に分配が出来たかどうかは頗る疑問で，こ
の点につきかなり時間をかけて聞き取りを行ったが，正直のところ十分な理解
にまで至らなかった。
そこで， 具体的な例を上げて聞き取りをしたところ， 次のような回答を得
た。
①増産10彩，生産コスト10彩増であればどうであるかの問いに対して，奨励
金10%増という答えが返ってきた。同様に，
③増産10彩，生産コスト変化なしであれば，奨励金20彩増。
③増産なし，生産コスト10形増であれば，生産コスト増の半分を負担。
④減産50彩，生産コスト変化なしであれば，減産の半分を負担。
⑥増産10彩，生産コスト10彩減であれば，奨励金2051る増，生産コスト10形の
民から集団へ無償徹発した土地や家屋， 各種財物の賠償を始めており， 土地で83.96
彩，家屋で63.2彩，財物で68.2彩を賠償している。前掲「奉賢県志」 p.318. 
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減少分も収入となる。
このような方法であれば分配は簡単であったと思える。
大社総収入は次のような構成で分配された。すなわち，当時の 1畝当たりの
総収入（生産額）は120~130元であり，そのうち，
①生産コストは総収入の25~30%。
②粗収入は70~75形で，農業税は 1畝当たり 8~9元，公益金は総収入の 1
％，公積金は総収入の 1.5%, 管理費は総収入の 3~5%,公益金と公積金・
管理費の合計「二金一費」は総収入の 8~10%であった。しかし，これは大隊
により異なった。生産の良い大隊では10~15;lる， 悪い大隊では 8~9%であ
る。
③土地による分配は純収入の3096。
となり，その結果，
④ 「三包一奨」による分配は純収入の709,るとなった。
このような方法により，各大隊の分配はどのようであったのか。当時，農家
1戸当たり平均収入は約150元で，当然に大隊によりその分配額は異なる。それ
ぞれの大隊に属した農民から分配額を聞くと，顧家塘である第 1大隊では強労
働力で年間70~80元，弱労働力で40~50元であり，徐家塘である第 6大隊は最
も豊かな大隊で，食糧と燃料である柴草を含めて夫婦と子供2人の 4人家族で
300~320元であった。愈家塘である第 7大隊の大隊長を動めた農家番号42は1
労働力につきエ分（労働点数） 1, 800~1, 900あり，食糧と柴草を含めないで，夫
婦と子供2人の計 4人家族で71元の分配があった。各大隊には記エ員がおり，
農民の労働点数を記録し， そうすることによって各農家への分配が実施出来
た。
4. 高級合作社
奉賢県における高級合作社化は， 1956年2月9日に既述の南橋区砂碩郷の20
の初級社と 3つの互助組， 54戸の個人経営農家により最初の社会主義的高級社
35 
36 闊西大學「経清論集」第39巻第1号 (1989年4月）
である江海農業生産合作社が組織された。同年10月には初級社を高級社へと昇
格させ，全県に 293の高級社が成立した。高級社には地主・富農も加入させ，
その組織率は全農家戸数の98.951るにも達した。 1957年には全県で調整が行わ
れ，高級社数は 287社となり，組織率は99.79%となった56)0 
本村では， 1957年 2月に黎明第 2大社は黎明第 2高級合作社と名称を変更
し，高級社となった。 8月には青村区と小郷（桃園郷）は廃止され， 青村郷が
成立した。そして10月には18の高級社が成立した57)。黎明第 2高級社の規模と
内容は第 3表に見られるように大社と全く同じであった。
高級社への移行は県や郷がスローガンを出し，村が上級機関の命令に従った
（「随大流」）もので，半強制的なものであった。もし幹部がこれに従わなければ仕
事から干された。高級社には全戸が加入し，全ての土地は高級社に属した。し
かし，その内容は全戸の土地が公有化されただけで，大社と変わるところはな
かった。そして，これまで不参加であった農家の股機具や役畜はやはり大社と
同様に折価にされた。
これまで集団に属さず個人経営をしていた農民が高級社に加入した理由は，
上からの強制によるところが一番大きかったが，その他に，①既述した食糧の
強制供出のノルマがきつい，②農繁期の労働力の援助が得られない，③肥料や
農薬の分配がない，という点があった。一方，上級機関の高級社設立の意図は，
①上からの命令，スローガンに従った。
②集団化をより強固にすることによって共同富裕に進む。土地改革は地主の
土地を没収し，富悶が搾取している土地を徴収したが，土地改革後も土地所有
には格差があり， 生産条件に格差があり， これが生産力の格差となって現わ
56)前掲「奉賢県志Jp. 318. 
57)現在の青村郷とこの時の青村郷とは少し行政規模を異にしており，現・青村郷には15
の高級社が含まれている。当時の18の高級社は，青鋒中心社，青鋒1社・ 2社，紅屋
1社・ 2社・ 3社・ 4社，黎明 1社・ 2社・ 3社，建設1社・ 2社・ 3社，団結 1社
. 2社・ 3社・ 4社，副業社であり，黎明 1社・ 2社・ 3社は元の桃園郷の規模に相
当した。前掲「青村志Jp. 25. 
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れ，再び土地を売る農民が出現した。例えば， 1952年末の統計であるが，全県
で111戸の農民が317畝の土地を売り出し， 137戸が322畝の土地を出典・出
押， 338戸が652畝の土地を小作に出した58)。これを防ぐためにも集団化は必
要であった。中国では集団化を急いだ理由として，食糧問題を解決するという
だけでなく 59), 土地改革後の農民層の両極分解を防ぐ，すなわち，社会主義の
道を歩むのか，それとも資本主義の道を進むのかという二つの道に対する闘争
が上げられている60)。そこで，本村における具体的事実について聞いてみた。
ィ．泥端頭の農家番号235はまだ17~18歳で，父母が病気のため 1.3畝の土
地を売却しようとしたが，郷政府により禁止された。当時，土地の売買契約に
は郷政府と村政府の許可が必要であった。既述したように本村の村民間の互助
は比較的弱く，金が必要な時には親戚から借りたりするが，親戚であっても契
約書を交わし， 30~50%の利子を支払わねばならなかった。それゆえ，土地を
売却する者が出てきた。
58)前掲「奉賢県志」 p.41. 
59)陳雲は， 1957年9月の全国食糧工作会議で「食輻工作を重視しよう」という報告をし
た。陳霙はその中で， 食糧工作の重要性を指摘し， 「合作化後， 1億余の農家を数十
万の合作経済単位に改変すれば食糧工作を全て上手くいくと思ったが，今から見れば
このような考えは完全には正しくはなかった」と述べ，食糧工作を上手くやるために
農業集団化が行われたことが窺える。また，農業集団化の号令をかけた毛沢東も「農
業合作化問題について」の中で，商品食糧と工業原料の需要増加に対して農業生産力
がついてゆけず，股業を集団化することで生産力を高め．食糧問題や原料問題を解決
しようと考えている。『陳雲同志文稿選編 (1956~1962)」1980年， p.67, 『新中国資
料集成」第4巻, 1970年， pp.526~527. 
60) 1955年10月の中国共産党第7期6中全会において「農業合作化問題についての決鏃」
が通過した。この決諮の中で， 「以前の革命段階での農村階級闘争は， 主要には農民
と地主との階級闘争で，解決しなければならない農民問題は土地問題であった。しか
し，新しい革命段階では主要には農民と富農やその他の資本主義的要素との闘争であ
る。この闘争の内容は社会主義を発展させるか資本主義を発展させるかの二つの道の
闘争で，解決しなければならない問題は新しい農民問題，すなわち農業合作化問題で
ある……」とあり，農業集団化は新しい農村での階級闘争と理解されている。中共中
央党校史教研究室選編「中共党史参考資料』（八） 1980年， p.166. 
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ロ．源家橋の李永江は死亡し，その 2人の息子は小さかったので，農家番号
254に0.5畝の土地（家を含む）を売却した。
ハ．徐家賭の呉志良は11畝の土地を所有していたが，妻とともに体が悪く，
働けず債務があったので，此家番号159に5畝の土地を売却した。
農民は以上のような事例を紹介したが，事例数は少なく当時の政治的スロー
ガンを話しているように受け取れた。
③良種化・水利化・機械化の推進のため。これもスローガンだけで，村では
大したことはしていない。ただ，集団経済の規模が大きくなったことにより，
高級社間の土地の調整が可能となった。例えば，黎明第2高級社では農業生産
がやりやすいように他の高級社と飛地を交換した。しかし，そのため 200畝の
土地を失ったと農民は言う。また，大隊間の入り込んだ土地を調整した。
④国家への交信糧のノルマ達成のための県一区一郷一高級社という食糧調達
機構が完備し，個別悶家からではなく，直接集団に割り当て徴収することが出
来るようになった。
高級社での分配は大社と同じ「三包一奨」で，大隊が採算単位であった。そ
れゆえ，• 大社と同様に，大隊間で農機具や役畜の所有に差が出来，生産条件が
異なることにより，大隊間での分配に差が出来た。また，高級社では土地に対
する分配はなく，労働力のみにより分配が実施されたので，同じ大隊内でも労
働力の多い農家と少ない農家とでは分配に差が出来た。悶民の意見によれば，
高級社のこの 1年は旱魃と浪喪により生産はよくなく，分配もよくなかった。
VI. 大躍進運動と人民公社
1958年 9月17日，奉賢県では紅旗人民公社が真先に成立し，全県で人民公社
化は高揚した。同年10月には全県の 1鎮15郷に11の）J民公社 (1社平均6,000~
7,000戸）が成立し，政治組織と経済組織を統合する「政社合ー」を実行した。
10月19日には行政区域に応じて11団， 86営， 869辿， 2,368排の軍隊組織に組み
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換えられ，公社内に 1,466の公共食堂が創設された。すなわち，組織の軍事化
• 生産の戦闘化• 生活の集団化の「三化」が実行された61)。乙れは同年 8月に
開催された中国共産党第 8期中央政治局拡大会議（北戴河会議）における人民公
社組織化の決定に基づくものであった62)0 
青村郷では， 1958年 9月に18の高級合作社を合併して英雄人民公社を形成し
た。英雄人民公社も軍隊組織と同じように 6営(5農業営と 1副業営）， 59連，
174排で構成され， 本村は第 3 営の第 8 連・第 9 連• 第11連となり， 12の排で
構成された。各連は第 3表に見られるように第 8連が蒲家村， 第 9連が暦家
村，第11連が蒋家村と，土地改革時に形成された行政村をベースにしているこ
とが分かる。各連にはそれぞれには 4排あり，その 4排は「鉄姑娘」（若い女性
からなる）排，「楊門女将」（年配の女性からなる）排，「小羅成」（若い男性からなる）
排，「老黄忠」（年配の男性からなる）排と， 性別と年齢により 4つの集団に区分
された。
しかし，成立当初の人民公社化には強い「共産風」が吹き，所有のレベルを
一挙に全民所有制へ引き上げたり，すぐにでも共産主義へ突入するかのように
考えられた。また，管理権の過度な集中や分配面での平均主義，浪費といった
現象が見られ，人民公社整頓の問題が討議され始めた63)。1959年 2月に中共中
央政治局拡大会議（第二次鄭州会議）が開かれ，会議の主要議題は人民公社の所
有制と「共産風」を糾正する問題であった。「鄭州会議記録」によれば，「関子
人民公社管理体制的若千規定（草案）」において， 人民公社体制の権力を下放
し，公社一管理区一生産隊という三級管理体制，三級採算システムを採用し，
かつての高級合作社に相当する生産隊（後の生産大隊）を基本採算単位とするこ
61)前掲「奉賢県志」 p.319. 
62)北戴河会議では， 1959年度の国民経済計画および当面．の工業生産，農業生産と農村エ
作問題等が討論され， 8月29日に「関子在農村建立人民公社問題的決謡」を通過さ
せ，農村に人民公社を普逼的に設立することを決定した。
63) 1958年11月2日~10日の第一次鄭州会議と11月28日~12月10日の第8期6中全会（武
昌会議）において議論された。
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とが決定された64)。
奉賢県ではこれを受けて， 1959年 2月に公社の下に57管理区を設け， 274生
産隊， 2,014生産小隊という組織構成にし，生産隊（後の生産大隊）を基本採算
単位とした65)。英雄人民公社でも， 1959年2月に青村人民公社と名称を変更
し，その下部組織も軍隊組織の営から管理区に変更した。すなわち， 5農業営
は5管理区となり， 1副業営は畜牧総場となった。 5管理区の下には19の生産
隊が組織され，本村の唐家生産隊は民安・西呉・北港の生産隊とともに桃園管
理区に属した。唐家生産隊は蒋家村・暦家村・爾家村の 3カ村を合併した規模
で，その下には13生産小隊を創設した。 13の生産小隊は第 3表に見られるよう
に自然村をその単位として形成されている。すなわち，
第1生産小隊ー一蒋家塘．顧家塘
第 2 生産小隊—ヽ愈家塘
第 3 生産小隊—拮家塘
第 4生産小隊—翁家塘．楊家塘・王家塘
第5生産小隊ー一唐家塘
第6生産小隊ー一東徐家塘
第7生産小隊ーー一高宅
第 8 生産小隊—北徐家塘·泥壇頭
第9生産小隊ー一蒲家橋
第10生産小隊ー一朱家宅
第11生産小隊ー一凋家塘
第12生産小隊ー一西徐家塘
第13生産小隊ー一荘家塘
である。
64)第二次鄭州会議は1959年2月27日から 3月5日まで開催され，毛沢東が講和を行い，
「関子人民公社管理体制的若干規定（草案）」が起章された。同上書， pp.139~151. 
前掲「中共党史大事年表」 pp.129~127. 
65)前掲「奉賢県志」 p.319. 
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ところで，第10生産小隊の朱家宅は1958年 9月の人民公社成立時には唐家村
第 3営に属したが， 1959年に青村公社畜牧総場の副業場である桃園場に属し
た。朱家宅の農民は高宅を始めとして肝家村の農民との関係がよかったので，
唐家生産隊に戻ることを希望し， 1960年に再び麿家生産隊に帰属した。 しか
し，朱家宅と唐家生産隊の隣接地は桃園場の土地となり，朱家宅は第2図に見
られるように飛地となった。
本村における農田基盤整備や水利開発等の大躍進運動について聞くと，農民
達は過去を懐かしんで，次のように応答した。
①肥料作り運動。女性は髪を切ってその髪を肥料としたり，鼈（カマド）を壊
してその煉瓦を肥料にした。
② 1958年 4月から1959年12月にかけて公共食堂を建設し，農民はここで食事
をとった。本村の公共食堂は，蒋家村に 1つ（場所は撤家塘にあった），唐家村に
2つ（徐家塘と猪家塘に各1つ），葡家村に 1つ（北徐家塘）の計 4つが成立した。唐
家村には 2つの公共食堂があるが，徐家塘にある公共食堂は徐家塘の農民のみ
約100人が利用し，猪家塘の公共食堂は，猪家塘．翁家塘・楊家塘・王家塘．
暦家塘の 5カ村の農民が利用した。公共食堂では最初の 1カ月間は腹一杯食べ
ることが出来たが，その後は食糧不足となり，人参や山芋を食べなければなら
なかった。
③打鉄鋼（紅炉）の建設。青村公社では現在の郷営機械五金廠に 1つ小型高炉
を建設し，生産隊（村）では建設しなかった。
④自然改造を行った。 1959年12月に青村公社に 8つの機口姑（ポンプセーター）
を設立した。本村の26キロワットの機口姑は凋家塘にあった凋家廟を解体し，
その煉瓦を利用して建設した。同時に，幹渠(1本500メートル）と支渠(1本1,500
メートル）を79本建設した。 1961年3月には高圧線が架設され， 通電が可能と
なって66), 水利灌漑設備は1962年から使用可能となり，これまでの水車や風車
66)前掲「青村志Jp. 191. 
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は利用する必要がなくなった67)。この水利漕漑設備により 1965年から三熟制
（三毛作）が可能となった。 1958年~1959年には第3図に見られるようにクリー
クを埋め立てて耕地とし，耕地面積を増加させた。耕地の増加は 1畝当たりの
生産量に換算すると 800斤に増加したことになる。しかし，第3図にみられる
ように耕地の格子化（区画整理）は実施されておらず， 1筆の耕地は 1~3畝と
解放前のままである。 1958~1963年には本村の南を東西に走る浦東運河を 2倍
（幅150メートル）に拡張し，，南橋鎮から奉城鎮まで深さを 1メートルに開盤し
た。各生産隊は 1メートルにつき 2毛 (0.2元）で請負い，農民は義務として出
役した。もし出役しなければ，年間 1人につき労働点数60エ分を減らされた。
出役すると肉や魚を食べることが出来，もし余った場合には出役者に分配され
た。本村では60人が30日間出役し， 1日に2.5立方メートル（深さ70~80センチ）．
掘った。運河は1979年に完成したが，この運河開竪のため多くの農民が死亡し
た。
多くの農村では大躍進期に農業機械修理工場や食糧加工工場等が建設されて
いるが，本村ではこの時期に農村工業は建設されておらず， 1969年の文革期に
初めて立新農機廠が建設された。
人民公社での分配方法は， 1958年9月~1959年9月までの 1年間は公社を採
算単位とした「供給制＋賃金制」であった。供給制というのは，公共食堂が運
営され，ここで農民が無料で食事出来ることを意味した。賃金制は労働力を 1
等~5等と等外の 6クラスに分け，それに基づいて分配する方法である。 1等
労働力は120元， 2等100元， 3等80元， 4等60元，等外30元とし，若者や幹部
を1等労働力とみなした。各大隊毎の各等級人数は大隊の耕地面積と労働力の
多少に基き公社が決定した。
67)同上書， p. 193では， 1961年3月に唐家村の機口は電動を使用することにより注水
が可能となり，ディーゼル・ボンプは淘汰されたとある。応答の1962年から電動ボン
プが使用可能となったという内容と少し異なる。また応答では，これまで灌漑は風車
により20形，牛車70彩，水車10%であった。
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写真1）徐家塘にある大機口。ポンプでクリークから水
を汲上げ，暗渠を通して水田を灌概する。
写真2）クリークを跨ぐ暗渠のコンクリ
ート管。
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1
写真3）南奉公路から村へ通
じる村道。右手には
道に沿ってクリーク
が流れている。左手
に見える建物は唐家
小学校と村民委員会
の各種事務室。
織蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊騨騨驚蕊騨溌簿
写真4）クリークを埋立てて
造成した耕地，左右
の耕地よりも少し低
い。
写真5）北徐家塘のクリーク
に沿った列状集落。
建物の裏がクリーク
である。
:t,;.劣告認型
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ところで，人民公社の管理・運営が上手くいかず，農業生産力が減少したた
め， 1959年 7月から 8月にかけては中共中央政治局拡大会議が磁山で開かれ，
人民公社整頓の総括を行う予定であったが，少し後退してしまった68)。蓋山会
議での決定を受けて，奉賢県では 9月に管理区が廃止され， 11あった人民公社
のうち 1つは県属鎮とし， 14人民公社， 259生産隊， 2,090生産小隊に縮小し
た69)。青村人民公社では20生産隊を管轄し，唐家生産隊には13生産小隊がその
まま受け継がれ，三級行政体制が完成した。そして，やはり生産隊が採算単位
であり，唐家生産隊が13の生産小隊に対し大社や高級社の時に実施した分配方
法「三包一奨」を実施した。
VI. 経済調整と人民公社
周知のごとく中国では1960~1962年の 3年間は最も困難な時期であった。本
村においても農業生産力は減少した。例えば，殷民の応答によれば畝産はこれ
まで約800斤の水準であったが，約400~450斤にまで減少し，豚や家禽類も減
少した。食糧（口糧）分配も 1人当たり年間籾付きでこれまでが建前上480斤で
あったのが， 350斤と大幅に減少した70)。それゆえ， 1959年12月には公共食堂
68) 「中国共産党第八期八中全会の公報」によれば， 「農村の人民公社は過去数力月にわ
たる整頓ののち，強固で健全な発展の道を歩んでおり……」と簡単に触れられてい
るのみであり，会隊の中心内容は彰徳懐等の「右翼日和見主義」に対する闘争となっ
た。「彰徳懐反党グループに関する中国共産党八期八中全会の決鏃」と「中国共産党
八期八中全会コミュニケ」を参照されたい。『中国大躍進政策の展開』下巻， 1974年，
pp. 107~114. 
69)前掲『奉賢県志」 p.319. 
70)前掲「青村志」 p.160によれば，社員の基本食糀は食糧に余裕のある生産隊では520
斤，不足の生産隊では500斤とあり，聞き取りの内容より少し多い。また， p.162 の
「公社化以来社員口糧提留情況表」では， 1人当たり平均食糧は 1959年で493斤，
1960年464斤， 1961年456斤， 1962年420斤， 1963年526斤と， 1962年にはかなり落込む
が，それでも聞き取りの350斤よりはかなり多い。
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も廃止した71)0 
このような農業生産力減少の原因について農民に質問すると，
①自然改造において50センチも深耕し，このため小麦の作付時期に間に合わ
ず，作付けの適期を逃した。
R播く種子は多ければ多いほどよいということで，一般には 1畝につき30斤
の種子であったのが， 60~100斤の種子を播いた。
③浮誇風（誇張した出鱈目なやり方）が行われ，指遅も出鱈目であった。この地
方では，奉城人民公社の書記のやり方が特に酷かったので，後に彼は銃殺に処
せられた。
という応答が返ってきた。農民であれば日頃の経験からこのような農法では生
産力が増大しないことは分かっているのではないかと質問すると，確かに自然
に合致せずおかしいと思ったが，責任は幹部にあり，もし従わなければ批判闘
争にかけられるので従ったと応答した。そして，幹部は自己の出世のためにこ
のようなことを指郡したと言う。
その他の原因として，
④自然災害。
⑤国家からの化学肥料や牒薬等の農業生産財の供給不足。
を指摘した。これらのことはこれまでも主張されてきた点で良く理解出来ると
ころである。
1962年4月，奉賢県では人民公社の整頓を行い， 17人民公社， 290生産大隊，
2,952生産隊に調整され， 生産隊（元の生産小隊）を採算単位とする三級所有制
が実行された72)。青村人民公社でも1962年 4月6日に整社を行い，現在の規模
71)公共食堂は， 1961年6月に中共中央が作成した「股村人民公社工作条例（修正草案）」
で実質的に停止を認めたが，本村ではこれよりもかなり早い時期に停止している。奉
賢県において1961年8月で停止した公共食堂は2,273で89.149'るを占め，継続している
多くの公共食堂は大隊牧場食堂であり， 227あった。前掲「奉査県志」 p.319. 
72)前掲「奉衰県志Jp. 319. 
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に縮小した。そして，採算単位を生産隊とする三級所有制に移行した。すなわ
ち，これまでの「人民公社一生産隊一生産小隊」から「人民公社一生産大隊一
生産隊」へ移行し，かつての生産小隊（現在の生産隊）を基本採算単位とした73)0 
そして，青村人民公社では 6生産大隊を塘外人民公社へ画出し， 14生産大隊，
1畜牧場， 164生産隊となった。また，唐家生産大隊では，第 1生産隊から蒋
家塘を分離して第14生産隊とし，計14の生産隊となった。そして，各生産隊毎
に会計を置き，生産隊の会計業務を担当させ，毎日労働点数を記入させた。
また， 「三自一包」政策の一環として， 次のような政策が打ち出された。
①自由市場の復活。 1953年10月より統購統鎖政策が実施され，農民は農産物
を自由に市場に売りに行くことが出来なくなった74)。まだ互助組や初級社に加
入していない農民であれば可能であったが，強制供出のノルマがきっく，実質
上不可能であり，高級社・人民公社になると全く不可能となった。ただ，食糧
以外の物であれば，青村鎮の自由市場で売ることは幾分可能なようであった・
73) 「人民公社一生産大隊（ある地方では管理区）一生産隊」という三級所有制による分
級管理と生産隊を基本採算単位とするという決定は， 1961年に広州で開催された中共
中央工作会議で討論された。しかし，この時に制定された「農村人民公社工作条例
（草案）」（簡称「農業六十条」）では， まだ生産大隊が基本採算単位であり， 1961年
6月に中共中央が修正した「農村人民公社工作条例（修正草案）」でも生産大隊が基
本採算単位である。ところが， 1961年10月7日の中共中央「関干農村基本核算単位問
題的指示」では生産隊を採算単位とする方が比較的よいという内容に変わり， 1962年
2月13日の中共中央「関手改変農村人民公社基本核算単位問題的指示」では生産隊を
基本採算単位とするのは長所が多く，これを決定している。青村人民公社ではこの決
定を受けて，人民公社の整頓を行い，生産隊を基本採算単位にしたものと思われる。
そして， 1692年9月24日~27日の間， 北京において第8期10中全会が開かれ， 「農村
人民公社工作条例（修正草案）」が通過し， 「三級所有， 隊為基礎」（生産手段は公社
• 生産大隊• 生産隊の三級で所有し，生産隊を採算単位の基礎とすること）が決定さ
れた。また，この会議では当面の切迫した任務を「股業を基礎とし，工業を導き手と
する国民経済発展の総方針」とし，農業が主要な位置に骰かれた。前掲「中共党史大
事年表」 p.132~137. 
74)前掲『青村志」 p.159. 
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が，この時期にはこのような政策が緩められた75)。
R自留地の分配。 1962年より生産隊を基礎にして，生産隊が所有する耕地の
7彩を分配した。生産隊の所有地は，自然村がそのまま生産隊に移行している
ので，元の自然村が所有していた土地を基本にしている。ただし，飛地を他の
高級社や生産大隊に取られた生産隊の土地はそのままとなり，クリークを埋め
立てた土地はそのまま自然村（生産隊）の土地と認められた。それゆえ，第 3図
に見られるように第10生産隊の朱家宅の土地は減少し，朱家宅の農民は不満で
あった。そこで，唐家大隊は朱家宅の農民に機口や脱穀場に識を与え納得させ
た。それゆえ，生産隊によりその所有する土地面禎は異なり，分配する自留地
も異なった。最高は第14生産隊の蒋家塘で， 1人当たり 0.124畝，最低は徐家
塘の0.09畝であった。
③分配方法は，生産隊が採罪単位で，生産隊の会計が記録した労働点数によ
った（評工記分，按労分配）。
「三自一包」の「一包」である生産責任制は多くの農村でなんらかの形態で
導入されていたようであるが，本村では実施されていない。
しかし，以上のような政策は，農業生産力を回復させ，農村経済を安定させ
た。 1964年からは「三熟制」（三毛作）が多くの所で試験的に始められ，特に
1964年から1965年にかけて新品種である短茎の南特号を公社の計画に基づいて
導入し，畝産は700~1,000斤へと増大した76)。ただし，この新品種の生産性は
高いが，美味しくはなかった。
珊．文化大革命と農村経済
文化大革命は1966年より始まるが，その先駆けとして1964年11月から1965年
75)前掲『奉衷県志」 p.47によれば， 自由市場は1961年1月に復活した。
76)青村公社挑家大隊第1生産隊では80畝の土地に新品種を栽培し，畝産 (1畝当たり
産簸）が1,000斤に達し，全県で初めての畝産千斤生産隊となった。同上書， p.48. 
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5月にかけて社会主義教育運動の一環として四清運動が展開された。最初は帳
簿や倉庫・財産・労働点数の 4つを点検すること（小四清運動）から始まり，
1965年に入ると政治・思想・組織・経済の 4つを検査是正する（大四清運動）と
して，工作隊が生産大隊にやってきた77)。このエ作隊は上海の労働者・史記洪
を責任者とし，各生産隊に 2名の工作員を派遣し，記エ員以上の幹部を審査し
た。審査が終了した1966年5月に各生産隊幹部の選挙を実施した。しかし，元
の幹部が全員再選されたと，農民は楽しそうに話した。
1966年 6月13日に中国共産党奉賢県委員会は文革動員大会を開き 78しこれが
切っ掛けとなって青村郷においては 6月頃から文革が始まり， 14の生産大隊の
名前を新しい名前に変更した。すなわち，朱店大隊は紅兵大隊に，鐘家大隊は
紅衛大隊，挑家大隊は東風大隊，朱橋大隊は紅松大隊，子庄大隊は英明大隊，
李富大隊は友誼大隊，沈家大隊は紅光大隊，王家大隊は向陽大隊，陶宅大隊は
紅星大隊，岳和大隊は紅庄大隊，民安大隊は紅日大隊，西呉大隊は黎明大隊，
北港大隊は紅岩大隊，そして暦家大隊は立新大隊に変更した79)。7月から 8月
になると， 3,958人もの青年が紅衛兵等の組織に参加し，大字報を張り，「破四
旧，立四新」のスローガンで， 315戸の家宅捜査を行い， 475の家堂， 1,077の
寵神， 51の五聖堂， 16の廟庵， 186の菩薩像， 64の位牌台， 227の書画， 6,509 
冊の書籍を破壊した80)。本村では 5カ所にあった五聖堂を破壊したり，地主の
家を家宅捜索して黄金をみつけ没収したりした81)。村内で対立する造反組織は
なかったが，若者は造反運動のために他所へでかけ，村で生産のため残ったの
は老人や婦人で，農業生産は発展しなかった。
1966年10月より文革の影轡で「農業学大塞」（農業は大塞に学べ）という運動を
77)前掲『奉賢県志Jp. 48によれば，「小四清」は1963年9月24日より開始され，「大四
清」は1964年11月初に開始され， 1965年5月に終了した。
78)同上書， p.48. 
79) 80)前掲「青村志」 p.1, p. 26. 
81)この没収した黄金に対して文革後，現物ではなく貨幣で返却した。
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実施し， 「大塞式評ェ記分」を取り入れた。 これは別名「大概式」（大雑把なや
り方）とも言われ， 生産隊を単位にして労働態度や政治思想により労働点数を
評価した。しかし，最初の 1年間だけ真面目に毎月 1回評工記分をしたが，次
年度以降はやる気をなくし，その回数は徐々に少なくなった。 1974年から1976
年には隊長と副隊長・婦女主任・会計の 4人の生産隊管理委員会で随意に決定
した。その方法は男子労働力であれば1日に10~12エ分が与えられ， 12エ分は
労働態度や政治思想がよく，身体頑強の者であった。女子労働力 7~10エ分で
あり，老人は 4~7エ分，学生は 4エ分という目安である。
1968年3月に文革による新権力機構の樹立として，青村人民公社に革命委員
会が成立し， 4月には立新大隊に立新大隊革命委員会が成立した。これらは名
称の変更だけで，組織の内容に何ら変化はなかった。 1970年6月に，反革命分
子に撃打を与え，汚職・盗みに反対し，投機売買に反対し，贅沢・浪費に反対
する「一打三反」運動が起こったが，本村の農業生産や社隊企業に影響はなか
った。文革の「社会主義的」理念追求の影響下に三級所有制から二級所有制へ
の「過渡」（移行）が見られ， 1974年10月26日に本県の銭橋人民公社第16大隊（現
・南張村）では最初に大隊を基本採算単位とすることを実行した。 1976年初に
県に「過渡排公室」が設立され，大隊を基本採算単位とする実験が試行され，
1978年までに全県で52の「過渡」大隊が成立した。青村公社の14大隊も全部が
「過渡」大隊となった82)。すなわち， 1976年5月にはこれまでの生産隊を廃止
．し， 2~3の生産隊を合併して耕作隊を成立させた。その結果，青村公社一14
生産大隊ー76耕作隊となり，これまで生産隊が所有していた銀行口座は統合さ
れ，大隊が口座を所有するという二級所有制へ移行した。立新大隊には耕作隊
が6隊あり，その構成は，
第 1 耕作隊一~蒲家塘・顧家塘・西猪家塘
第 2耕作隊—愈家塘. ;: 馬家塘
82)前掲「奉賢県志Jp. 319. 
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第 3耕作隊ー一ー翁家塘．楊家塘・王家塘・東猪家塘・唐家塘
第4耕作隊ー一徐家塘
第5耕作隊ー一高宅・朱家宅
第6耕作隊ー一北徐家塘．泥塙頭・荘家塘・蒲家橋
で，やはり自然村をその単位として組織されている。
51 
生産隊から耕作隊への土地分配は，耕作隊の労働力数に基づいて行われた。
すなわち， 1労働力につき3.5畝の土地を各耕作隊に分配した。耕作隊では採算
単位が生産大隊に引き上げられ，各耕作隊毎に同一のエ分を決め，このエ分に
基づいて分配が行われた。そのためには労働力と土地とがバランスのとれた形
態で耕作隊を組織しなければならないが，応答では生産隊（自然村）を基礎にし
て土地と労働力の比率が同一になるように分配したという。トラクターや農機
具は元の生産隊の所有のまま耕作隊に移行させた。しかし，自然村である生産
隊を基礎にしている限り，このようにうまく労働力と土地の配分は出来ず，第
13表に見られるように，各耕作隊間の労働力と土地の比率は一定ではない。
なぜこのような耕作隊を設立したのか，その原因と目的を聞くと，
①上級からの指示に基づく。青村公社の書記が他の人民公社を訪問し，そこ
では三級所有制から二級所有制へ移行しており，青村公社も二級への移行が可
能と判断し，指示を与えた83)。
②生産隊の規模では小さすぎ，生産と分配の管理が大きく異なるため，生産
大隊を採算単位とする方が管理が容易である。
③土地と労働力がアンバランスなので，耕作隊を組織して，生産大隊を採算
単位とすれば平等となる。
ということであった。 これはあくまでも建前のことであり， 豊かな愈家塘
83)応答によれば，青村公社では自主的に二級所有制へ移行したかのようであるが，前掲
「青村志」 p.26と前掲「奉賢県志」 p.319によれば， 1976年6月に上海市と奉賢
県が工作組を派遣し．．青村公社では三級採算から二級採算への「過渡」（移行）単位
となったとあり，応答の内容と少し異なる。
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第13表唐家村各生産隊の基本経済統計の推移
（単位：戸・人・畝）
生産隊 1 9 7 6年度 1 9 7 8年度
または
労働力 耕地 労 働 力村民小 戸数 人口 戸数 人口
組 農業脳lJ業1工業桝叫合計 面積 農業1副業工業桝叫合計
1 37 124 51 2 28 81 127 72 213 51 4 52 1 108 
2 30 102 51 2 19 72 133 34 107 39 2 36 77 
3 49 159 75 3 29 107 157 64 190 52 3 45 1 101 
4 40 151 80 3 22 105 191 46 147 59 3 35 97 
5 43 164 76 4 32 112 200 46 144 62 4 43 109 
6 36 134 69 3 26 98 185 47 139 60 3 37 100 
7 40 150 52 2 27 81 157 41 147 56 2 30 88 
8 47 156 74 2 22 98 186 51 160 62 3 39 104-， 28 112 60 2 17 2 81 152 32 , 117 53 2 28 83 
10 19 79 35 2 18 55 71 23 81 37 2 22 61 
11 29 97 38 2 24 64 111 42 131 46 2 34 1 83 
12 41 140 59 2 37 98 135 34 108 49 2 23 74 
13 17 62 28 2 12 42 72 18 57 17 2 24 1 44 
14 24 86 31 2 22 55 64 
種子隊 27 27 2 27 53 
合計 148011.74318061331335 2 1. 11611. 9941550 1. 741164313414481 411. 129 
生産隊 1 9 7 8年度 1 9 8 0年度 1 9 8 7年度
または 耕地面積 耕地 耕地面積村民小 戸数 人口 労働力 戸数 人口
組 実数 1如ぶ如冷 面積 責田任1自地留I合計
1 222 3.08 1. 04 48 129 80 127 55 154 94 9 103 
2 118 3.47 1.10 35 109 72 113 41 115 108 8 116 
3 193 3.02 1. 02 69 191 117 189 69 195 185 14 199 
4 173 3.76 1.18 48 147 107 168 60 151 177 11 188 
5 148 3.22 1.03 45 148 102 142 55 147 167 11 178 
6 171 3.64 1. 23 48 144 98 167 53 139 187 12 199 
7 156 3.80 1.06 44 146 90 151 47 137 142 11 153 
8 174 3.41 1.09 50 149 94 171 56 151 144 12 156 ， 143 4.47 1. 22 34 121 89 139 40 110 142 10 152 
10 87 3. 78 1. 07 25 80 58 82 28 75 83 6 89. 
11 156 3.71 1.19 42 128 83 149 54 141 144 10 154 
12 111 3.26 1.03 34 108 69 108 41 115 81 8 89 
13 71 3. 94 1. 25 18 56 39 65 26 71 70 6 76 
14 29 84 56 87 41 102 82 6 88 
養魚地 59 59 
髯翡j1. 9231 3. 50 I 1. 10 I 56911. 7401 1. 15411, 8581 666 I 1. 803ii. 865113411, 999 
出所）村より提供された資料に基づいて作成。
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（第2生産隊）．徐家塘（第6・第12生産隊）・荘家塘（第13生産隊）は自分達の取り分
が減るので耕作隊に反対し，貧しい蒋家塘（第14生産隊）．楊家塘・王家塘（第3
生産隊）・朱家宅（第10生産隊）は賛成した。生産大隊を採算単位とする運営は，
①耕作隊の規模が大きすぎ，②労働力が集中しすぎ，⑧基本建設投資が益々大
きくなり，④管理制度が弛緩し，⑥人力や財カ・物力の大浪費を生み，⑥農民
の集団生産に対する積極性を挫折させた84)。それゆえ，・農民は耕作隊に戻るこ
とを希望し，たとえ土地が少々減少しても生産隊に戻れるならば構わないと考
えた。そこで， 1978年3月には再び生産隊に戻り， 13生産隊が三級所有制に復
活した。
資料によれば， 耕作隊は1979年10月に耕作隊を「窮過渡」（社会主義から共産
主義への貧しい移行）の誤りとして正し， 1980年春に完全に撤廃した。そして，
再び三級所有制に戻り，青村公社は14生産隊 ・186生産隊となったとある85)。
ところが，村では上級には内緒で耕作隊を撤去して元の生産隊へ移行し，その
ため銀行口座がまだ生産隊にはなく，大隊にあった。耕作隊から生産隊へ移行
する時，その土地は元の生産隊（自然村）が所有していたままとし，その土地が
労働力や人口に比して大きく変化していたならば，調整のため再分配した。耕
牛や牽・船・ トラクターは耕地面積に応じて分配した。別の応答では生産隊に
戻る時，土地は農業労働力 1人当たり 3畝を分配したとも言う。しかし，第13
表をみる限りはそのようになってはおらず，労働力よりも 1戸当たりないしは
1人当たりによって分配されたと言える。実際均等に土地を分配することはこ
れまでも自然村を基礎にして生産隊を形成していることから考えて困難なよう
に思われる。各生産隊（自然村）の人口と耕地面積が相関しているということ
は，土地改革によって耕地が人口数に応じて比較的均等に分配されているから
である。
1978年2月に青村公社の14の生産大隊名は文革前の名前に戻った。立新生産
84)前掲「奉賢県志」 p.319. 
85)前掲「青村志」 p.26, pp. 104~105, 前掲「奉賢県志」 p.319. 
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大隊革命委員会も元の唐家生産大隊管理委員会の名称に戻り，生産隊数は1980
年に計14隊となり，第13表に見られるように第 1生産隊を第 1と第14とに分離
した。そして，生産隊の銀行口座は1981年から再開した。
文革期の殷業生産の特徽は上からの強権的圧力により，かなり強引に農村の
生産システムを変化させた。しかし，受け手の農民あるいは村はその力に抗し
切れない時には圧し流され，上級に隙があれば隠れて独自の方法でそれに抗し
てきた。文革はその力比べでは上級の力が強かったといえる。その意味におい
ては農業生産力は安定せず，社会生活も安定はしなかった。上からの強権的圧
力は不合理なことを村に強いており，例えば1976年の奉賢県から南匪県までの
海塘建設のため，村の多くの労働力を徴発し，このために農村経済は多くの犠
牲を被った。このようなことは多々あった。しかし一方， このような無償徴発
による農業生産基盤の建設や各種の建設は一定の意義をもってもいた。例え
ば，既述した本村における大躍進期の水利灌漑施設の建設はその一例であろ
. つ。
文革期のそれを見ると，
① 1966年に猪家妍（第3生産隊）にかかる「新建橋」を 5,044元投資して完
成86)0 
② 1969年に北徐家期（第8生産隊）にかかる 2本の橋を完成87)0 
③ 1969年から1982年にかけて農地を節約するために，青村公社全体に 8万余
メートルの暗渠を完成させ， 520畝の土地を節約した88)。これは後述の水利灌
漑施設の建設があって可能であった。
④ 1973年に南橋から奉城までの南奉公路から，唐家大隊までの 500メートル
の村道を完成させ，大隊の中心地まで車で乗り入れることを可能とした89)0 
⑤ 1975年と1976年に第 2図に見られる浦東迎河にかかる 40メートルの橋 2
本， 25号（猪家梱）と26号（愈家塘）を県政府が建設90)0 
86) 87) 88) 89) 90) I司上『青村誌』， p.186, p. 184, p. 193, p. 190, p. 182. 
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⑥ 1975年に機口設置のため大隊書記の徐宝生の指導のもとに村が計画し，浦
東運河から大隊の機口までの 500メートルを5,000元と 6,000人日をかけて中
心港を開竪した91)。それにより現在では大機口 (26キロワット） 1台， 中機口
(10キロワット） 1台，小機口 (7キロワット） 3台を設置出来るようになった。
⑦ 1976年より農田に対する基盤整備が開始された。しかし，実際に村内を歩
いてみると農地に段差が多く，区画も統一されていない。また，第 3図を見る
限りにおいても同様である。ただ応答によれば， 1976年に40畝の水田を 1枚75
邸X2H元に区画化・水平化を行い， 1977年11月から1978年 1月にかけては 200
畝の水田を 1枚11M元X2H元の区画で水平化した。 1978年11月から1979年 1月
には水田60畝を 110{元X2H元の区画で水平化した。これらの土地は朱店大隊か
ら唐家大隊までの浦東運河と南奉公路に挟まれた約500畝の土地で，旱水両用
田として区画整理が行われた92)。
以上がこの時期に実施された大まかな集団投資に基づく建設である。•このよ
うな基本建設投資は，生産責任制導入により農業生産が個別化された現在では
不可能となり，三中全会以後の農業生産力の飛躍的発展はこの時期の集団投資
に負っている。例えば，ボンプ・ステーションであるが，生産責任制の実施ま
では大機口だけで足りていたのが，実施後は農業生産が個別化され，大機口だ
けでは不足となり，中小機口をも利用することになった。このようなことが可
能なのは文革期に集団投資が行われていたからであり，その意味において当時
の農業生産基盤の形成が現在の生産責任制を可能にしたともいえる。また，道
路や橋の建設は農民の日常生活を便利にしただけでなく，人・物の運搬がたや
すくなり，現在の村営工業の建設•発展を助けている。農地そのものに対する
投資は少なかったが，僅かな農地基盤整備であれ，整備された土地のみが機械
による耕作を可能としている。このような側面では文革期を評価することが出
91)同上書， p.177によれば，中心港の建設は1974年である。
92)同上書， p.196では，農地の区画整理は1977年である。
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来るが，集団投資に基づく建設が上からの強権発動に負っており，農民にとっ
ては必ずしも良き時代ではなかった。 （続く）
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